
Customer Success Story

株式会社野村総合研究所

株式会社野村総合研究所では、30 年以上稼働実績のある会計管理システムを保有して
いました。OSの有償サポート終了に伴い、AWS上に基盤を構築して移行することを決定。
しかし、基盤構築自体に割ける時間はわずかでした。そこで、Micro Focus Server 
Express を採用済みであった同社は、システム改修箇所を最小化、既存資産を有効に
活用する方法として後継製品の Micro Focus Visual COBOL を採用しました。

Micro Focus Visual COBOL

Overview
　新しい社会のパラダイムを洞察し、その実現を
担う未来社会創発企業、それが株式会社野村総
合研究所（以下、NRI）です。1965 年に日本初
の本格的な民間総合シンクタンクとして誕生した
旧 野村総合研究所と、1966 年に設立、日本で
初めて商用コンピューターのビジネス利用を実現
した野村コンピュータシステムが、1988 年に合
併して誕生。2015 年に創立50 周年を迎えまし
た。
　同社の強みは、顧客の問題を先取りして解決
策を導くナビゲーションから、具体的な解決策を
実施・運用していくソリューションまで、一貫して
担える総合力にあります。また、徹底して顧客の
立場に立つ姿勢と強いチームワークもセールス
ポイントで、多岐にわたる分野・領域で先進性あ
ふれる高品質なサービスを提供しています。

Challenge
　NRI には、長く稼働してきた自社開発の会計管
理システムがあります。最初のリリースから数え
ると30 年以上が経過。その間UNIX からLinux
へOS の変更、S-JIS からUTF-8 へ文字コード
の変更を行い、この時にMicro Focus  Server 
Express を導入していました。
　 同 社では、現 行システムのOS であるRed 
Hat Enterprise Linux 6 の有償サポートが、
2024 年6 月に終了になるとの発表を機に、基盤
のAWS 移行を決定しました。

Solution
　代表的な移行対象は、DB システムのマスター
管理機能、エントリシステムの資産管理機能など
です。方針は明確だったものの、ただちに基盤構
築に取りかかることはできませんでした。2022
年度は同時並行で走っている他の案件で多忙を
極めていたからです。基盤更改を担う株式会社 

野村総合研究所 情報システム部 エキスパート 
安部 薫氏は、次のように語ります。
　「他の案件のアプリケーション改修規模は大き
く、このアプリケーション自体の本格的な設計に
入れるのは2023 年度と見込んでおり、その後も
他の案件と同時並行での対応となる予定です。
そのため、システム基盤構築に関しては、システ
ム改修箇所を最小化したいと考えました。そこで
Micro Focus  Server Express で 開 発し た
プログラムについては、後継製品であるMicro 
Focus Visual COBOL を利用することに決め
ました。データベースがOracle なのですが、この
構成をとれば改修を最小限にとどめることができ
ます。今までの資産が有効に使えることを評価す
るとともに、これまでの実績から保守性や安定性
についても期待することができました」

Results
　2022 年8 月現在、詳細なスコープ整理や資
産棚卸が行われており、2023 年4 月から本格
的な設計に入ります。
　今回の取り組みで基盤がAWS 化されることに
より、コスト削減とシステム運用効率化が実現で
きると見込まれています。限られたシステム要員
でも業務に余裕が生まれるとともに、効率的な維
持管理が可能になるとも予想されています。
　さらに、システム冗長化により耐障害性能の向
上も得られます。新システムでは、全サーバーで
冗長構成が取られます。また、基盤障害発生時の
対応も極力自動化する計画です。これまでは手
作業で障害復旧対応に当たっていたため、工数
も時間もかかりがちでした。しかし、システム可用
性が高まるとともに、仮に障害が発生したとして
も復旧までの時間が大きく短縮されます。
　安部氏は、Micro Focus Visual COBOL 導
入への期待について次のようにコメントしていま
す。

At a Glance

■ Industry
 情報サービス業

■ Location

本社：東京都千代田区

■ Challenge
稼働 30 年の会計システムに OS のサポート
終了が発生
一部の重要な機能を AWS 上に基盤構築
アプリケーション開発工数が流動的で、基盤
構築に割ける時間はわずか

■ Solution
+ Micro Focus Visual COBOL の採用

■ Results
+ 基盤構築におけるシステム改修箇所を最小化
+ クラウド統一によりコスト削減および効率的な維持

管理が可能
+ 全サーバー冗長化により耐障害性向上と運用効

率化が可能
+ システムの適正配置による初動早期化でシステム

復旧までの時間を短縮
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　「マイクロフォーカスのCOBOL ソリューショ
ンの安定性には信頼を置いています。Micro 
Focus Visual COBOL にバージョンアップす
ることで、さらに性能が向上することを期待して
います」　
　未来社会創発企業 NRI の変革を、マイクロ
フォーカスが陰ながら支援しています。

ユーザープロフィール 

株式会社野村総合研究所
本　　社	：東京都千代田区

資  本  金：23,644,932,600円

従業員数：6,782人（NRIグループ 17,394人）
　　　　　（2023年 3月31日現在）
事業内容：コンサルティング、金融 ITソリューショ

ン、産業 ITソリューション、IT 基盤サー
ビス

 https://www.nri.com/

株式会社 野村総合研究所
情報システム部 エキスパート

安部 薫氏

「マイクロフォーカスのCOBOLソリューションの
安定性には信頼を置いています。

Micro Focus Visual COBOL にバージョンアップすることで、
さらに性能が向上することを期待しています」

株式会社野村総合研究所
情報システム部 エキスパート 安部 薫氏氏

システム移行イメージ

項目 小分類 現 新
クラウド、OS、DB laaS プライベートクラウド AWS

OS RedHat RedHat

RDBMS Oracle RDS（Oracle ）

ミドル AP Micro Focus Server Express Micro Focus Visual COBOL 6.0J

運用 ジョブスケジューラー 千手 /cron 千手 /cron

ノード（サーバ等）監視 千手 CloudWatch

新システムでは OS、ミドルウェアともバージョンアップし、保守満了まで長期に安定稼働できる基盤を構築

マイクロフォーカス合同会社
www.microfocus.co.jp


